
保 健 体 育 科 に お け る

資 質 ・ 能 力 の 育 成 に 向 け た

内 容 の ま と ま り や 単 元 を

見 通 し た 授 業 づ く り に つ い て

令和５ １ ０ ８日



ICT





・ ゴールへのイメージをもち、自ら課題
解決に向けて予習したり、復習したり
することができる。

・ ゴールへのイメージをもち、どの時間
に何を評価するか、そのためにどの
ような指導や手立てを講じるか考える
ことができる。生徒に全体計画を示すことによっ

て単元の見通しをもつことができる



育成を目指す資質・能力の明確化

よりどころとするのは

学習指導要領

・本単元は「器械運動」p.40～43
・小学校、高校との接続を重視して
・生徒の実態を踏まえて



評価規準の設定

評価規準の作成の際は、「指導と評価の一体化」のための学習
評価に関する参考資料を参考にするとよい

出典：「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P106



例示を参考に
その学年でどのような技を取り上げるかについては、
学習指導要領に示されている例示
を参考にするとよい

・

・第１学年、第２学年では上に示した技が妥当。
・「滑らかに回る」「組み合わせる」ことが目標。
・無理に難しい技に挑戦することは体育嫌いを生む原因にも繋がる。
・生徒の実態を踏まえて設定する。
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I C T



➔

Google Jamboard

➔

Google Forms

I C T



ICT

ICTを活用し課題を共有することで自然発生的に協働的な学
びが生まれる。また、個別の学びと協働を自由に行ったり
来たりできる。授業の終末では再び、個別の学びに戻る。





• 動的ストレッチ

• ラインジャンプ

タビワダンス
・振り付けが簡単
・自分でアレンジを加えるのも容易
➔主運動に繋がる運動を盛り込むことができる
➔マット運動では特に手首、足首、首を重点化
・流行の曲を使っている
・ウォーミングアップに最適

・全身持久力の向上を図り、楽しく運動に取り組む雰囲気作りを作る。




